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一重盲検・交互試験で行い，常酸素下と低酸素下の

運動が圧受容器反射機能に及ぼす影響を評価した。

圧受容器反射機能は，過去の研究と同様に心拍と血

圧の自発変動を周波数解析・伝達関数解析を用いる

ことで評価した
1),2)
。

3. 結　果

動脈圧受容器心臓反射機能の指標であるGainHF

は常酸素下運動の前後（29.4→26.7 ms/mmHg），

低酸素下運動の前後（26.4→21.5 ms/mmHg）でと

もに平均値は低下したが，統計的に有意な変化では

なかった。

4. 考　察

過去の研究成果から，常酸素下運動と比較して低

酸素下運動では，圧受容器反射機能がより低下する

と予測した。本研究結果においては，常酸素下運動

前後のGainHFの減少度（－2.7 ms/mmHg）と比較

して，低酸素下運動前後のGainHFの減少度（－4.9 

ms/mmHg）はやや大きいものの有意な差とはなら

なかった。この理由として，被験者の人数が少な

1. はじめに

我々の研究グループでは，低酸素環境が人体に及

ぼす影響を，循環調節機能から評価しており，その

調節機能が悪化する可能性を明らかにした
1)
。本研

究では，新たに低酸素下 “運動” 後の生理学的影響

を血圧調節機能のひとつである圧受容器反射機能

（動脈圧受容器心拍反射機能）の観点から評価する

ことを目的とした。

2. 対象及び方法

実験説明書を用いて説明し，同意を得た健康被験

者9名（年齢 22.8±2.0 歳，身長 168.8±5.2 cm，体重 

62.7±9.0 kg：平均値±標準偏差）を対象とした。

仰臥位安静状態で，心電計，非観血的連続血圧計を

装着し，十分な安静（最低15分）を取った後に6分

間のpre dataを測定した。その後，自転車エルゴメー

ターにて30分間の運動負荷（80watt，60回転/分）

を行った。運動負荷直後に仰臥位安静にし，運動後

15~21分までのpost dataを同様に測定した。運動負

荷中の酸素濃度を常酸素（21％）と低酸素（15％）

に分けて，各被験者に対し1週間以上あけて無作為・
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健康被験者9名にて，常酸素下（酸素濃度21％）での運動と低酸素下（15％）での運動が圧受容器
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で評価した結果，常酸素下運動と比較して低酸素下運動では，圧受容器反射機能がより低下したが，

有意な差とはならなかった。
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かった点と運動中の負荷量が80wattと一定であり，

個人の体力の差を考慮に入れていなかった点が挙げ

られる。

5. 結　語

常酸素下運動と比較して低酸素下運動では，圧受

容器反射機能がより低下したが，有意な差とはなら

なかった。
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表1　心拍数・血圧および心拍・血圧変動の周波数解析・伝達関数解析


